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経常収支比率

地方公共団体の財政構造の弾力
性を判断するための指標で、人件
費、扶助費、公債費のように毎年
度経常的に支出される経費(経常的
経費)に充当された一般財源の額が、
地方税、普通交付税を中心とする
毎年度経常的に収入される一般財
源(経常一般財源)、減収補てん債
特例分及び臨時財政対策債の合計
額に占める割合。

この指標は経常的経費に経常一
般財源収入がどの程度充当されて
いるかを見るものであり、比率が
高いほど財政構造の硬直化が進ん
でいることを表す。
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実質公債費比率

当該地方公共団体の一
般会計等が負担する元利
償還金及び準元利償還金
の標準財政規模を基本と
した額（※）に対する比
率。

借入金（地方債）の返
済額及びこれに準じる額
の大きさを指標化し、資
金繰りの程度を示す指標
ともいえる。
※ 標準財政規模から元利
償還金等に係る基準財政
需要額算入額を控除した
額。
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将来負担比率

地方公社や損失補償を行っている出資
法人等に係るものも含め、当該地方公共
団体の一般会計等が将来負担すべき実質
的な負債の標準財政規模を基本とした額
（※）に対する比率。

地方公共団体の一般会計等の借入金
（地方債）や将来支払っていく可能性の
ある負担等の現時点での残高を指標化し、
将来財政を圧迫する可能性の度合いを示
す指標ともいえる。
※ 標準財政規模から元利償還金等に係
る基準財政需要額算入額を控除した額。
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ラスパイレス指数

加重指数の一種で、
重要度を基準時点（又は
場）に求めるラスパイレ
ス式計算方法による指数。
ここでは、地方公務員の
給与水準を表すものとし
て、一般に用いられてい
る国家公務員行政職
（一）職員の俸給を基準
とする地方公務員一般行
政職職員の給与の水準を
表している。
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